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例：単行本の場合
斎藤 学 1992 『子供の愛し方がわからない親たち』講談社
Stern, D. 1977 The First Relationship: Infant and Mother, Harvard University Press,（岡村佳子訳 1979
『母子関係の出発－誕生からの180日』サイエンス社）
（５）原稿中の節番号、項目番号等の書き方は、下記の例に従うものとする。
例：１．問題設定
1.1．本論文の目的
1.2．先行研究
２．研究方法
2.1．調査の実施について
(1)調査方法
(2)調査対象
